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 要  旨 
 
 人が運動を行うと、脳からの指令が電気信号として神経を伝わり、筋に届くと
筋線維が収縮する。このときの電気的な活動を計測したものが筋活動電位信号で
ある。これを計測することで、筋が発揮している張力を推定する方法等が研究さ
れており、ヒューマンインターフェースとして筋電信号を様々な場面で利用する
ことなどが期待できる。しかし、筋電信号については時間的・空間的干渉や疲労
などを考慮したうえで扱うべきである。 
 
 本研究では、筋電信号と張力間の特性を考慮した張力推定法を試みた。筋電信
号と張力間には指数的に大きくなるような分布を示す非線形な特性があり、限ら
れたキャリブレーションデータから推定を行うことを考慮すると、筋電信号と張
力の関係を線形的なものへと変換することでキャリブレーションデータ範囲外に
ついても推定が改善できるのではないかと考えた。 
 
方法としてはARMAモデルによる推定を行い、少ないキャリブレーションでより
誤差の少ない推定ができる方法を検討した。キャリブレーションデータとして、
20%MVC，40%MVC，60%MVC，80%MVCをデジタル表示の張力メータで確認しながら等
尺性収縮で約10秒間維持してもらった。その結果、非線形性を考慮せずに推定し
た場合(EMG推定)はキャリブレーションデータの範囲外については大きくずれて
いくのに対し、非線形を考慮した変換を用いて推定した場合は、ある範囲内の誤
差で収まる推定となった。 
 
非線形性を考慮するための特性曲線の決定については、±5%MVCの範囲内につい
て張力，EMGについての平均点を求め、二乗誤差が最小となるものを選んだ。 
さらにEXP推定を改善できるよう検討したところ、キャリブレーションデータと
しては、60%MVCまたは80%MVCのものが良い推定となる傾向があり、キャリブレー
ションデータをEMGの大きさについて昇順に並べ替え、全体数の40%～60%の部分を
用いてEXP推定のための特性曲線を決定したところ、誤差が改善する傾向が見られ
た。 
 
